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臨済宗妙心寺派のハワイ別院は、マウイ島下パイアに昭和27年11月に開創された。毎週

日曜日に信徒が集まり奉仕活動等を行っているが、今後は、禅堂建設等の各種計画案があ

り、．一層の充実が期待されている。（写真提供・臨済宗妙心寺派宗務本所）
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第
1
8
回

テ
ー
マ

　
第
十
八
回
日
本
仏
教
文
化
会
議
は
、
十
月
三
日
、
神
奈
川
県
横
浜

市
の
横
浜
国
際
ホ
テ
ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。
本
年
は
「
愛
i
現

代
人
の
忘
れ
て
い
る
も
の
l
」
を
テ
ー
マ
に
、
約
二
百
名
の
参
加
者

が
あ
っ
た
。

　　

@
中
村
元
議
長

　　

@
が
基
調
講
演

　
　
〈
開
会
式
〉

　
川
田
文
化
部
長
の
司
会
で
始
ま
っ
た
開
会
式

は
、
午
前
十
時
、
矢
萩
信
顕
・
全
日
本
仏
教
会

事
務
総
長
導
師
の
も
と
三
帰
難
文
を
唱
和
、
つ

づ
い
て
矢
萩
事
務
総
長
と
岡
野
正
貫
・
国
際
仏

教
交
流
セ
ン
タ
ー
理
事
長
か
ら
挨
拶
が
行
わ
れ

た
。
そ
の
後
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
総
合
司
会
を

つ
ど
め
る
武
藤
義
一
・
日
本
仏
教
文
化
会
議
運

営
委
貝
長
（
埼
玉
工
業
大
学
学
長
）
か
ら
、
次

の
よ
う
な
開
催
趣
旨
が
説
明
さ
れ
た
。

　
愛
欲
の
問
題
を
抜
き
に
し
て
人
生
は
語
れ
な

い
が
、
最
近
は
、
試
験
管
ベ
ビ
ー
や
人
の
子
宮

を
借
り
て
自
分
の
子
ど
も
を
つ
く
る
な
ど
、
常

識
で
は
考
え
つ
か
な
い
こ
と
が
次
々
に
起
こ
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
．
ボ
ケ
老
人
の
性
欲
の
問
題

ηりW砥り（
上
）
は
壇
上
に
並
ば
れ
る
パ
ネ
ラ
ー
の
各
先
生

（
下
）
は
基
調
講
演
の
中
村
元
議
長

が
大
変
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
私
の

身
の
回
り
に
は
避
け
て
通
れ
ぬ
問
題
が
あ
る
。

ど
ん
な
新
聞
や
週
刊
誌
に
も
、
今
回
の
テ
：
マ

で
あ
る
愛
と
い
う
字
が
毎
回
の
ご
と
く
出
て
く

る
が
、
そ
れ
は
ド
ロ
ド
ロ
し
た
愛
欲
の
愛
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
キ
リ
ス
ト
教
は
愛
を
説
き
、

仏
教
は
慈
悲
を
説
く
と
い
っ
て
い
る
が
、
非
常

に
次
元
の
異
な
っ
た
高
い
愛
情
、
慈
悲
が
そ
こ

に
説
か
れ
て
い
る
。
本
当
の
愛
と
い
う
も
の
は
、

仏
教
の
教
え
る
愛
、
こ
れ
が
何
で
あ
る
か
原
点

－
に
立
返
っ
て
も
う
一
度
反
省
し
て
み
た
い
、
そ

し
て
、
今
回
の
会
議
を
通
じ
て
勉
強
し
て
い
き

た
い
と
述
べ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
（
基
調
講
演
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
十
時
二
十
分
か
ら
、
約
一
時
間
に
わ
た
っ
て

中
村
元
・
日
本
仏
教
文
化
会
議
議
長
（
東
方
学

院
長
）
が
基
調
講
演
を
行
っ
た
。

　
ま
ず
、
現
代
思
想
で
は
愛
を
強
調
し
、
愛
を

前
面
に
出
し
て
き
て
い
る
が
、
こ
れ
は
近
代
の

黎
明
と
共
に
始
ま
り
、
西
欧
・
ア
ジ
ア
・
日
本

共
に
期
を
同
じ
く
し
て
そ
の
傾
向
が
示
さ
れ
て

き
た
の
で
あ
る
と
述
べ
た
。

　
原
始
仏
教
で
は
、
出
家
修
行
者
に
は
”
愛
”

か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と
を
説
き
、
世
人
に
は
愛
は

純
粋
で
平
等
で
あ
る
と
説
い
て
お
り
、
西
欧
の

中
世
で
は
、
人
間
の
愛
に
対
し
て
抑
圧
的
で
あ

っ
た
が
、
や
が
て
愛
を
重
要
な
精
神
的
価
値
基

準
と
し
て
と
ら
え
、
愛
に
対
す
る
認
識
が
変
っ

て
き
た
の
だ
と
い
う
変
遷
を
述
べ
た
後
、
仏
教

に
お
い
て
説
く
と
こ
ろ
の
”
愛
”
は
「
崇
高
な
精
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神
と
し
て
慈
悲
を
説
き
、
慈
悲
と
は
、
慈
1
ー
マ

イ
ト
リ
i
（
友
と
友
と
の
間
の
純
粋
な
愛
情
）

悲
1
ー
カ
ル
ナ
ー
（
あ
わ
れ
み
・
同
情
）
で
、
純

粋
な
愛
情
で
あ
り
、
母
親
が
幼
な
児
に
も
つ
愛

情
の
よ
う
に
、
見
か
え
り
や
欲
望
を
と
も
な
わ

な
い
、
純
粋
に
し
て
広
大
な
も
の
で
あ
る
」
と

述
べ
、
「
願
は
く
ば
、
全
人
類
の
み
な
ら
ず
、
総

て
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
に
慈
悲
の
心
を
」

と
し
め
く
く
っ
た
。

　
　
〈
意
見
発
題
〉

　
最
初
に
立
っ
た
寺
内
大
吉
氏
（
作
家
・
浄
土

宗
大
吉
寺
住
職
）
は
、
長
い
歴
史
の
中
で
愛
を

と
ら
え
、
こ
れ
を
高
め
て
ゆ
く
も
の
が
大
乗
仏

教
の
愛
の
あ
り
か
た
で
あ
り
、
仏
教
が
印
度
か

ら
西
域
を
経
て
中
国
に
入
り
、
そ
の
厳
し
い
自

然
環
境
の
中
で
大
乗
仏
教
が
形
成
さ
れ
て
ゆ
き
、

会
場
旧
杯
に
熱
心
な
参
加
の
人
た
ち

愛
に
対
す
る
認
識
も
変
っ
て
い
っ
た
、
と
そ
の

課
程
を
話
し
た
。

　
さ
ら
に
、
仏
教
で
い
う
愛
は
造
形
で
な
く
、

行
動
表
情
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
生
か
し
、

大
衆
の
中
に
消
化
さ
せ
て
い
く
の
が
こ
れ
か
ら

の
仏
教
の
課
題
で
は
な
い
か
、
と
意
見
を
発
題

し
た
。

　
次
に
、
秋
山
達
子
氏
（
駒
沢
大
講
師
）
が
意

見
発
題
に
立
ち
、
愛
と
は
美
し
い
も
の
で
あ
り
、

永
遠
で
あ
り
、
完
全
で
あ
り
、
夢
が
あ
る
と
い

う
期
待
、
そ
う
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
世
界
的
で
あ

り
、
普
遍
的
で
あ
る
の
に
、
し
か
し
、
現
実
に
は
、

永
遠
と
か
、
完
全
は
な
い
し
、
時
に
は
憎
し
み

と
か
怨
み
と
い
う
も
の
に
形
が
変
る
こ
と
が
あ

る
、
と
述
べ
た
。

　
愛
は
形
の
な
い
と
こ
ろ
が
ら
生
れ
、
人
を
愛

す
る
と
こ
ろ
が
ら
作
り
出
す
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、

お
と
ぎ
話
で
あ
り
、
夢
で
あ
る
。
そ
の
イ
メ
：

ジ
は
現
実
に
は
達
成
さ
れ
な
い
も
の
の
、
そ
の

イ
メ
ー
ジ
の
表
裏
が
わ
か
っ
た
時
、
本
当
の
愛

が
わ
か
る
の
で
は
な
い
か
、
と
意
見
を
発
題
し

た
。　
　
〈
討
　
　
議
〉

　
午
後
か
ら
の
討
議
は
、
各
バ
ネ
ラ
：
が
意
見

を
述
べ
て
始
ま
っ
た
。

　
「
部
派
仏
教
の
中
に
二
百
何
十
戒
と
い
う
厳

し
い
戒
律
が
あ
る
が
、
大
乗
教
戒
に
な
る
と
五

十
戒
そ
こ
そ
こ
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
前
進

す
る
と
き
の
エ
ン
ジ
ン
全
開
用
パ
ワ
ー
ガ
ソ
リ

ン
と
し
て
愛
と
い
う
も
の
を
う
た
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
」
　
（
寺
内
大
吉
・
作
家
）

　
「
考
え
方
も
行
動
も
違
う
男
女
が
愛
に
よ
っ

て
結
ば
れ
て
、
そ
の
中
で
自
分
を
磨
い
て
ゆ
く

と
い
う
こ
と
が
、
や
は
り
愛
の
本
当
の
意
味
で

は
な
い
か
と
思
う
L
　
（
秋
山
達
子
・
駒
沢
大
講

師
）　
「
西
田
哲
学
で
と
り
あ
げ
た
よ
う
に
、
あ
ら

ゆ
る
も
の
は
自
然
に
そ
こ
に
あ
る
の
が
愛
だ
が
、

そ
れ
を
自
覚
す
る
の
が
知
で
あ
り
、
そ
の
知
は

知
情
意
の
知
で
は
な
く
て
全
人
格
を
あ
げ
て
知

る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
う
い
う
意
味
で
知

の
最
高
段
階
が
愛
で
あ
る
。
こ
れ
は
無
限
の
追

求
で
あ
る
」
　
（
峰
島
旭
雄
・
早
稲
田
大
教
授
）

　
「
仏
教
は
個
人
の
修
行
が
中
心
的
テ
ー
マ
に

な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
が
、
同
時
に
、
釈
尊

や
大
乗
仏
教
は
他
者
と
の
か
か
わ
り
あ
い
の
強

調
を
も
し
て
い
る
。
し
か
も
現
在
は
、
仏
教
が

大
衆
と
ど
う
か
わ
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、

大
き
な
問
題
提
起
と
さ
れ
て
い
る
」
　
（
石
上
善

慮
・
大
正
大
教
授
）

　
「
性
愛
と
性
欲
と
の
違
い
を
よ
く
理
解
し
て

い
な
い
人
が
多
い
が
、
釈
尊
が
否
定
し
た
の
は

性
欲
で
は
な
く
て
愛
着
・
執
着
で
あ
り
、
特
定

の
男
性
や
女
性
を
も
っ
て
は
い
け
な
い
、
そ
う

い
う
意
味
で
私
は
、
愛
と
い
う
も
の
は
平
等
に

人
間
、
生
き
も
の
、
あ
る
い
は
他
の
も
の
に
対

し
て
か
け
る
も
の
と
考
え
る
」
　
（
花
山
勝
友
・

武
蔵
野
女
子
大
教
授
）

　
こ
の
あ
と
、
総
合
司
会
の
武
藤
義
一
氏
か
ら
、

種
の
保
存
上
不
可
欠
の
性
欲
・
性
愛
の
問
題
、

出
家
者
の
妻
帯
問
題
、
愛
情
の
根
源
は
母
親
か
、

な
ど
の
問
題
提
起
が
行
わ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
い

て
意
見
が
交
換
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
現
代
社
会

で
は
言
葉
の
混
乱
が
あ
り
、
愛
に
つ
い
て
も
コ

ン
セ
ン
サ
ス
を
仏
教
徒
が
も
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
え
、
愛
を
一
般
の
人
に
も
わ
か
り
や

す
い
意
味
で
の
仏
教
的
言
葉
に
し
た
い
と
い
う

提
案
が
な
さ
れ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
　
「
誠
と
い
う
言
葉
で
愛
を

あ
ら
わ
せ
た
ら
い
い
の
だ
が
」
　
「
現
代
に
求
め

た
い
愛
と
は
、
未
来
を
信
ず
る
こ
と
で
あ
り
、

今
日
と
い
う
現
実
の
中
で
明
日
を
信
ず
る
こ
と

が
愛
で
あ
る
」
　
「
愛
と
い
う
言
葉
の
代
り
に
、

相
手
を
思
い
や
る
と
い
う
こ
と
1
ー
ナ
！
ム
を
使

い
た
い
」
な
ど
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
最
後
に
、
　
「
言
葉
を
見
直
す
い
い
機
会
だ
が
、

言
葉
が
で
き
た
か
ら
そ
れ
で
い
い
と
い
う
の
で

は
な
く
て
、
何
故
こ
こ
で
新
し
い
言
葉
を
強
調

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
こ
そ

が
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
大
き
な

問
題
で
あ
る
」
と
、
武
藤
義
一
氏
が
結
ば
れ
た
。

　
　
〈
閉
会
式
〉

　
午
後
四
時
、
愛
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
与

え
て
く
れ
た
討
議
も
終
了
し
た
。
井
上
日
宏
・

全
仏
国
際
文
化
局
長
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
た
。

　
第
1
7
回
会
議
の
記
録

　
　
　
出
版
さ
れ
ま
し
た

　
昨
年
十
月
、
　
「
い
の
ち
の
尊
さ
を
教
え

る
に
は
一
仏
教
の
教
育
観
一
」
を
テ
ー
マ

に
、
京
都
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
十
七
回

日
本
仏
教
文
化
会
議
の
記
録
が
本
と
な
り

ま
し
た
。

　
『
い
の
ち
を
教
え
る
一
仏
教
者
か
ら
の

提
言
』
　
（
法
蔵
館
刊
・
定
価
一
二
〇
〇
円
）

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
出
版
さ
れ
ま
し
た
が
、

本
書
は
当
会
文
化
部
で
も
取
扱
っ
て
お
り

ま
す
。
代
金
後
払
い
、
送
料
は
当
方
で
負

担
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
申
し
込
み
下

さ
い
。
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置
仏
常
務
理
事
会
開
く

予
算
な
ど
三
議
案
を
審
議

　
　
開
か
れ
た
常
務
理
事
会

阿
部
理
事
長
挨
拶
、
阿
部
理
事
長
導
師
の
も
と

三
帰
依
文
唱
和
の
後
、
議
長
に
阿
部
理
事
長
、

議
長
録
署
名
委
員
に
朝
日
泰
峯
、
若
山
運
法
の

両
師
を
選
ん
で
議
事
に
入
っ
た
。

　
議
案
第
藺
号
「
昭
和
六
十
一
年
度
予
算
案
編

成
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

　
野
口
事
務
次
長
上
程
。
剛
山
財
務
部
長
か
ら

説
明
。
事
務
局
原
案
を
承
認
。

　
議
案
第
二
号
「
部
落
解
放
基
本
法
制
定
に
つ

い
て
『
部
落
解
放
基
本
法
制
定
要
求
国
民
運
動

中
央
実
行
委
三
会
』
よ
り
の
協
力
要
請
の
承
認

を
求
め
る
件
」

　
中
村
組
織
局
長
上
程
。
朝
日
常
務
理
事
が
部

落
解
放
基
本
法
制
定
要
求
国
民
運
動
中
央
実
行

委
員
会
か
ら
の
協
力
要
請
の
主
旨
説
明
を
行
い
、

斎
藤
組
織
部
長
が
補
足
説
明
を
し
た
。
事
務
局

原
案
を
承
認
。

　
全
仏
の

常
務
理
事

会
は
、
＋

月
十
四
日

午
後
一
時

か
ら
、
京

都
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル

で
開
催
さ

れ
た
。
矢

萩
事
務
総

長
並
び
に

　
議
案
第
三
号
「
靖
国
神
社
問
題
に
関
す
る
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
野
田
総
務
局
長
上
程
。
小
山
時
局
対
策
部
長

か
ら
説
明
。
靖
国
神
社
問
題
に
関
す
る
委
員
会

を
つ
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
報
告
事
項

①
昭
和
六
＋
一
年
度
税
制
改
正
に
対
す
る
要
望

　
書
提
出
に
つ
い
て

②
「
同
和
推
進
に
関
す
る
教
学
研
究
者
懇
談
会
」

　
（
仮
称
）
に
つ
い
て

③
本
会
の
目
的
・
事
業
・
構
成
等
を
改
革
す
る

　
た
め
の
委
員
会
報
告

④
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
日
本
仏
教
徒
委
貝
会
実
行

　
委
員
会
報
告

　
担
当
局
長
部
長
か
ら
報
告
が
行
わ
れ
、
ま
た
、

報
告
事
項
③
に
つ
い
て
は
、
西
霞
英
士
・
全
仏

改
革
委
貝
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
委
員
会
の
経
過

説
明
が
行
わ
れ
た
。

…
　
宗
教
法
人
セ
ミ
ナ
ー
　
…

…
　
　
　
十
一
月
は
栃
木
、
　
…

…
　
　
　
神
戸
な
ど
で
開
催
　
…

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
本
年
度
も
各
地
で
「
宗

教
法
人
セ
ミ
ナ
ー
ー
課
税
強
化
へ
対
処
す
る
た

め
に
l
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
で
に
、

高
知
、
岐
阜
、
長
野
、
大
分
、
福
岡
、
岡
山
、

茨
城
の
計
七
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
今

後
は
左
記
の
予
定
で
開
催
し
ま
す
。

　
十
一
月
七
日
　
栃
木

　
　
　
　
八
日
　
群
馬

　
　
　
　
二
＋
二
日
神
戸

　
　
　
　
二
十
八
日
　
和
歌
山

　
尚
、
セ
ミ
ナ
ー
開
催
に
関
す
る
件
、
並
び
に

お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、
全
仏
時
局
対
策

部
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

各
地
で
仏
教
徒
大
会
麗
や
働

　
本
年
も
秋
に
入
り
、
全
仏
大
会
を
は
じ
め
と

し
て
各
地
で
仏
教
徒
大
会
が
盛
会
に
開
催
さ
れ

て
い
る
。

　
九
月
二
十
八
日
に
は
、
　
「
目
ざ
め
よ
う
仏
陀

の
教
え
、
見
つ
め
よ
う
未
来
の
サ
ン
ガ
」
を
テ

ー
マ
に
、
大
阪
府
仏
教
会
と
大
阪
府
仏
教
青
年

会
の
主
催
で
第
二
十
二
回
仏
教
徒
大
会
が
開
催

さ
れ
た
。
当
日
は
、
北
御
堂
（
浄
土
真
宗
本
願

寺
派
津
村
別
院
）
を
会
場
に
、
仏
教
思
想
家
ひ

う
さ
ち
や
氏
が
「
日
本
人
と
仏
教
」
と
題
し
て

講
演
を
行
っ
た
。

　
十
月
三
日
は
、
静
岡
県
仏
教
会
が
「
充
実
し

た
一
日
の
く
ら
し
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
三
回
静

岡
県
仏
教
徒
大
会
を
浜
松
市
福
祉
文
化
会
館
で

開
催
し
た
。
荒
金
天
倫
・
臨
済
宗
方
広
寺
派
管

長
に
よ
る
「
日
日
是
好
日
」
と
い
う
記
念
講
演
、

続
い
て
、
暴
力
追
放
推
進
大
会
が
行
わ
れ
た
。

　
九
日
に
は
、
埼
玉
県
名
教
会
が
第
八
回
埼
玉

「
’
．
．
印
．

．
　
曜
「
－

県
仏
教
徒
大
会
を
、
　
「
仏
教
を
現
代
に
活
か
そ

う
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
岩
槻
市
立
福
祉
会
館

で
開
催
し
た
。
記
念
講
演
に
は
、
小
松
原
賢
誉
・

真
言
宗
豊
山
派
前
管
長
が
「
教
育
と
仏
心
」
と

題
し
て
行
い
、
ま
た
、
　
「
仏
陀
の
生
涯
」
と
い

う
映
画
を
鑑
賞
し
た
。

　
そ
し
て
十
九
日
に
は
、
第
三
十
一
回
長
野
県

仏
教
徒
大
会
諏
訪
大
会
を
、
長
野
県
仏
教
会
が

「
人
み
な
仏
子
た
る
の
尊
厳
に
目
覚
め
、
人
権

平
等
の
意
識
を
昂
揚
し
、
家
庭
と
社
会
に
慈
悲

の
菩
薩
行
を
実
践
す
る
」
を
大
会
テ
ー
マ
に
、

諏
訪
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
。
記
念
講

演
に
は
、
大
阪
・
太
融
寺
住
職
の
麻
生
恵
光
師

が
行
っ
た
。

　
な
お
、
第
三
十
二
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
徳

島
大
会
に
つ
い
て
は
、
次
号
に
て
御
報
告
い
た

し
ま
す
。

、
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一
．
，
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，
一
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私
た
ち
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
、
目
や
耳
が

ふ
さ
が
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
日
々
の

新
聞
・
テ
レ
ビ
・
出
版
物
等
で
い
や
と
い
う

ほ
ど
、
世
界
の
現
状
を
知
ら
さ
れ
て
い
る
。

世
界
が
決
し
て
平
和
で
は
な
く
小
戦
争
が
続

い
て
い
る
こ
と
、
核
戦
争
に
よ
る
人
類
絶
滅

の
危
機
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
、
世
界
の
あ
ち

こ
ち
に
ひ
ど
い
人
権
侵
害
が
起
こ
っ
て
い
る

こ
と
、
日
本
に
お
い
て
も
、
部
落
差
別
が
あ

り
、
小
中
学
校
の
中
で
「
い
じ
め
」
が
広
が

っ
て
お
り
、
外
国
人
の
指
紋
押
捺
問
題
が
あ

そ
し
て
理
念
と
し
て
は
「
仏
教
の
精
神
に
よ
ら

な
け
れ
ば
真
の
解
決
は
な
い
」
と
語
っ
て
は
い

る
が
、
具
体
的
方
策
と
な
る
と
、
何
を
ど
う
す

る
か
と
い
う
手
が
か
り
も
わ
か
ら
ず
、
何
と
な

く
自
分
と
一
歩
は
な
れ
た
問
題
で
、
い
ま
今
日

手
を
つ
け
る
こ
と
は
見
送
っ
て
、
傍
観
し
て
し

ま
う
と
い
う
結
果
を
招
い
て
い
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
い
つ
ま
で
も
そ
う
で
あ
っ
て
は

い
け
な
い
の
で
、
何
か
一
つ
手
が
か
り
を
見
つ

け
、
動
き
出
す
こ
と
か
ら
、
私
た
ち
は
始
め
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
難
民
救
援
へ
の
参
加
で
も

き
て
こ
な
い
（
あ
る
い
は
か
か
わ
り
が
あ
っ
て

も
見
え
な
い
）
人
に
と
っ
て
は
、
ど
う
取
り
く

む
か
が
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
活
動
し

て
い
る
人
か
ら
見
れ
ば
、
実
に
は
が
ゆ
く
嘆
か

わ
し
い
と
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
し
か
し
先
覚
的
な
実
践
活
動
を
し
て
い
る
人

が
、
　
「
無
自
覚
」
の
人
を
叱
り
つ
け
非
難
し
て

も
だ
め
で
あ
ろ
う
。
部
落
問
題
を
う
っ
か
り
口

に
す
る
の
は
コ
ワ
い
と
い
う
、
古
い
タ
ブ
ー
感

情
を
ま
だ
残
す
人
も
い
る
し
、
何
か
し
た
い
と

は
ひ
そ
か
に
思
っ
て
い
る
者
も
、
声
を
は
り
あ

る
こ
と
な
ど
が
、
報
道
さ
れ
論
じ
ら
れ
、
耳

目
に
入
っ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
事
件
や
問
題
が
、
仏

陀
の
教
え
に
そ
む
く
反
仏
教
の
性
格
を
も
ち
、

な
げ
か
わ
し
い
末
法
的
様
相
で
あ
る
と
、
す

べ
て
の
仏
教
者
が
感
じ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
仏
教
者
は
、

そ
れ
は
放
っ
て
お
け
な
い
と
す
る
実
践
活
動

に
積
極
的
に
と
り
く
も
う
と
は
し
て
い
な
い
。

正
直
な
話
、
日
常
の
教
化
活
動
、
個
人
生
活

の
中
で
、
話
題
と
し
て
と
り
あ
げ
は
す
る
が
、

教
団
内
で
実
践
活
動
を
励
起
す
る
た
め
に

新
間
智
照
（
全
仏
同
和
委
員
日
　
　
蓮
　
　
宗
）

よ
い
し
、
核
廃
絶
の
署
名
運
動
で
も
よ
い
。
　
一

歩
ふ
み
出
し
た
乏
こ
ろ
か
ら
、
次
の
や
る
べ
き

こ
と
が
見
え
て
く
る
し
、
手
を
つ
な
ぐ
べ
き
仲

間
の
つ
な
が
り
も
で
き
て
く
る
。
平
和
・
人
権

・
環
境
な
ど
の
各
種
の
問
題
が
、
別
個
に
見
え

て
い
た
が
実
は
同
じ
一
つ
の
根
か
ら
出
て
い
る

つ
な
が
り
も
見
え
て
く
る
。
そ
の
つ
な
が
り
の

中
で
同
和
問
題
も
見
え
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

　
同
和
問
題
は
、
と
く
に
多
く
の
仏
教
者
に
と

っ
て
、
実
践
活
動
に
と
り
か
か
り
に
く
い
問
題

で
あ
ろ
う
。
日
常
生
活
の
中
で
か
か
わ
り
が
で

げ
つ
め
よ
ら
れ
る
と
、
立
ち
す
く
み
、
貝
の
よ

う
に
口
を
と
じ
て
し
ま
い
、
か
え
っ
て
機
会
を

失
う
。

　
い
ま
仏
教
教
団
の
中
で
必
要
な
こ
と
は
、
同

和
問
題
が
自
分
と
ど
う
つ
な
が
る
か
、
ど
う
考

え
る
か
、
何
を
す
べ
き
か
、
を
卒
直
に
自
由
に

論
じ
あ
え
る
場
を
も
つ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
各
教

団
内
部
で
の
学
習
・
研
修
・
討
論
の
場
で
は
、

差
別
発
言
が
時
に
は
相
次
い
で
も
い
い
。
そ
の

人
は
内
心
で
は
そ
う
考
え
て
い
る
と
い
う
現
実

を
、
お
た
が
い
が
出
発
点
と
し
て
、
理
性
的
に

問
題
を
掘
り
さ
げ
て
ゆ
き
、
地
道
な
学
習
活

動
を
自
由
な
雰
囲
気
の
中
で
続
け
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
ろ
う
。

　
そ
し
て
同
和
問
題
を
、
孤
立
し
た
一
つ
の

特
殊
な
問
題
領
域
と
と
ら
え
ず
、
普
遍
的
な

「
人
権
」
の
問
題
と
し
て
、
国
内
国
際
の
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
と
と
も
に
考
え
る
視
野

が
必
要
で
あ
ろ
う
。
原
理
的
に
は
二
二
教
義

に
お
け
る
人
間
平
等
の
理
念
の
再
確
認
、
「
日

本
国
憲
法
」
や
「
世
界
人
権
宣
言
」
の
読
み

直
し
、
現
実
問
題
と
し
て
は
自
分
た
ち
が
組

織
し
て
い
る
教
団
内
の
平
等
と
差
別
の
問
題

を
、
僧
階
や
法
名
の
階
層
の
可
否
に
い
た
る

ま
で
話
し
合
っ
て
、
基
本
的
に
人
権
感
覚
を

身
に
つ
け
磨
い
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ

う
。
そ
の
こ
と
が
同
時
に
、
仏
教
の
平
等
観

に
深
く
入
っ
て
い
く
修
行
と
な
り
、
信
心
と

な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
身
に
つ
い
て
い
け

ば
、
ひ
る
が
え
っ
て
同
和
問
題
に
対
す
る
と

き
、
適
正
な
考
え
方
と
行
動
が
で
き
る
に
ち

が
い
な
い
。

　
教
団
の
中
で
、
同
和
に
限
ら
ず
あ
ら
ゆ
る

問
題
を
自
由
に
討
議
す
る
場
を
持
つ
（
私
の

所
属
す
る
日
蓮
宗
で
は
教
化
研
究
会
議
が
そ

れ
に
近
い
）
。
そ
の
中
で
平
和
・
人
権
・
環
境

等
の
現
代
社
会
の
課
題
を
積
極
的
に
議
題
に

入
れ
る
。
そ
の
中
で
重
要
問
題
と
し
て
同
和

も
考
え
て
い
く
。
と
い
う
大
き
い
う
ね
り
を

起
こ
す
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
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自
著
紹
介

長
谷
川
正
浩
（
全
仏
顧
問
弁
護
士
）

お
寺
と
税
務
調
査

　
こ
の
た
び
、
全
日
本
仏
教
会
顧
問
弁
護
士

で
あ
る
長
谷
川
正
浩
先
生
が
、
『
お
寺
と
税

務
調
査
－
信
仰
の
自
由
を
守
る
た
め
に
一
』

（
文
化
書
院
刊
・
定
価
一
八
O
O
円
）
を
出

版
さ
れ
ま
し
た
。
長
谷
川
先
生
に
は
本
誌
の

「
法
律
相
談
室
」
で
毎
回
回
答
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
集
大
成
と
も
い
う
べ
き

も
の
が
こ
の
た
び
出
版
さ
れ
た
本
書
で
あ
り

ま
す
。
寺
院
に
対
す
る
税
務
攻
勢
の
厳
し
き

お
り
か
ら
、
本
書
は
寺
院
運
営
の
た
め
に
大

い
に
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、

今
月
は
「
法
律
相
談
室
」
に
か
え
て
、
長
谷

川
先
生
自
ら
に
本
書
の
紹
介
を
お
願
い
し
ま

し
た
。
尚
、
本
書
に
つ
い
て
の
お
問
合
わ
せ

は
、
全
仏
時
局
対
策
部
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
昭
和
五
十
六
年
十
一
月
の
法
人
税
法
基
本

通
達
の
大
改
正
と
機
を
一
に
し
て
各
地
の
寺

院
に
税
務
調
査
が
入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
全
日
仏
の
税
務
委
員
の
一
人
と
し
て
こ

れ
に
如
何
に
対
応
す
る
か
を
常
に
考
え
さ
せ

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
と
は
一
つ
の
紛
争
を

解
決
す
る
と
い
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全

国
八
万
ヶ
寺
の
問
題
と
し
て
こ
れ
を
解
決
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
課
税
当
局
の
調
査
の

行
き
過
ぎ
が
目
に
つ
く
こ
と
も
事
実
で
し
た
。

　
一
方
、
寺
側
が
批
判
さ
れ
て
も
仕
方
の
な
い

こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
こ
の
双
方
を
と
り
除

く
こ
と
が
、
課
税
当
局
に
と
っ
て
も
、
寺
側
に

と
っ
て
も
不
可
欠
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
為
に

私
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

こ
れ
が
本
書
を
著
わ
す
動
機
の
一
で
あ
り
ま
す
。

　
課
税
当
局
の
行
き
過
ぎ
は
こ
れ
を
正
し
く
指

摘
し
て
改
め
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
見
解
の
相
異
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
指

摘
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
相
互
理
解
が
深
ま
る
こ

と
に
な
り
、
納
得
の
い
く
納
税
が
で
き
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
理
論
と
現
場
の
橋
渡

し
を
し
た
の
が
本
書
で
す
。
私
は
と
り
わ
け
税

法
理
論
に
造
詣
が
深
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
理
論
と
現
場
を
つ
な
ぐ
と
い
う
こ
と

は
弁
護
士
と
い
う
実
務
家
の
仕
事
で
す
。
と
い

う
わ
け
で
、
こ
の
本
は
多
く
の
方
々
の
理
論
的

成
果
を
、
お
寺
の
税
務
調
査
と
い
う
特
殊
な
場

に
あ
て
は
め
応
用
し
た
も
の
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

お
寺
を
調
査
す
る
人
の
質
問
検
査
権
の
限
界
に

つ
い
て
多
く
を
引
用
し
ま
し
た
。
課
税
当
局
の

見
解
も
合
わ
せ
て
載
せ
ま
し
た
の
で
、
調
査
を

う
け
る
場
合
に
相
手
の
考
え
方
が
奈
辺
に
あ
る

か
も
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

　
全
国
八
万
ヶ
寺
の
問
題
と
し
て
こ
の
税
務
調

査
を
み
た
場
合
、
も
う
一
つ
の
問
題
を
解
決
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
即
ち
、
寺
側
に
対
す
る

批
判
を
除
去
す
る
と
い
う
こ
と
、
即
ち
、
寺
の

帳
簿
の
整
備
で
す
。
こ
の
点
か
ら
本
書
は
全
日

仏
税
務
委
員
会
で
編
集
さ
れ
た
財
務
の
手
引
き

を
転
載
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。
小
規
模
の
お
寺

を
前
提
と
し
て
記
帳
の
仕
方
が
説
明
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
参
考
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
、
私
は
簡
単
な
伝
票
さ
え
あ
れ
ば
複
式
簿

記
に
よ
る
お
寺
の
総
勘
定
元
帳
が
作
成
さ
れ
る

パ
ソ
コ
ン
の
ソ
フ
ト
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
会
計
の
専
門
家
や
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
の
協

力
を
得
て
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
的
知
識
を
お
寺
に

応
用
し
た
も
の
で
す
。
忙
し
い
住
職
が
経
理
事

務
か
ら
解
放
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
本
来
の
布

教
活
動
に
時
間
を
費
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

た
か
ら
で
す
。

　
寺
と
税
務
調
査
の
問
題
を
総
体
的
に
解
決
す

る
為
に
準
備
す
る
こ
と
は
私
と
し
て
は
こ
れ
で

「「1
｝
、 1

お と ．・

…

｝税 調．
一一…・一・一一・一・一

o
　
　
・
1

…
信
仰
一
守
る

自
由
を
ヒ
め
に 1 ＿」

…

　　i　　i喪翻i正浩編暑 ii　　　…

1 ｝
…

1　、，・ ÷
1
1

一
区
切
で
す
。
あ
と
は
色
々
な
人
た
ち
の
意

見
を
き
き
な
が
ら
よ
り
良
き
も
の
に
手
直
し

し
て
ゆ
く
こ
と
が
残
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
が

一
人
で
も
多
く
の
方
々
の
参
考
に
供
さ
れ
る

よ
う
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　
本
書
は
こ
の
よ
う
な
私
の
考
え
方
の
な
か

で
生
ま
れ
た
も
の
で
す
が
、
直
接
的
に
は
各

地
の
県
仏
主
催
の
宗
教
法
人
セ
ミ
ナ
ー
が
契

機
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
面
的
に
全

日
仏
事
務
総
局
の
御
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

お
さ
め
ら
れ
た
資
料
は
全
て
全
日
仏
時
局
対

策
部
の
も
の
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で

す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

需
　
肖

し
亨
’
野
毒
難
嫌
亜
罫

文化書院刊
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天

使

　
「
宗
教
の
な
い
教
育
は
、
腕
の
よ
い
悪
友

を
つ
く
る
」
と
い
う
有
名
な
言
葉
が
あ
る
。

　
人
間
の
成
長
と
教
育
と
い
う
こ
と
を
考
え

て
み
る
と
、
も
の
の
分
別
の
な
い
幼
児
期
は

落
ち
て
い
る
も
の
は
平
気
で
口
に
す
る
し
、

ど
ん
な
大
切
な
も
の
で
も
お
も
ち
ゃ
に
す
る

し
、
危
く
て
み
て
い
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、

大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
、
教
え
ら

れ
た
り
叱
ら
れ
た
り
し
て
、
い
わ

ゆ
る
分
別
と
い
う
も
の
が
育
っ
て

く
る
。
良
い
も
の
と
悪
い
も
の
、

美
し
い
も
の
と
汚
れ
た
も
の
、
必

要
な
も
の
と
不
要
な
も
の
、
そ
れ

を
分
別
す
る
智
恵
が
育
っ
て
く
る
。

そ
し
て
、
良
い
も
の
、
美
し
い
も

の
、
必
要
な
も
の
を
求
め
て
人
生

を
歩
ん
で
ゆ
く
よ
う
に
教
え
ら
れ
、

ま
た
、
そ
れ
ら
を
手
に
入
れ
る
能

力
を
教
育
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ

れ
だ
け
で
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
一
年
ほ
ど
前
に
、
浮
浪
者
を
中
、

高
生
が
な
ぐ
る
け
る
な
ど
暴
行
を
加
え
る
と

い
う
事
件
が
続
い
た
。
警
察
で
の
こ
れ
ら
加

害
者
の
子
供
達
の
取
調
べ
で
、
「
汚
い
か
ら
」

「
邪
魔
だ
か
ら
」
と
い
う
言
葉
が
一
様
に
聞

か
れ
た
と
い
う
。

　
彼
等
は
家
庭
や
学
校
で
善
な
る
も
の
を
求

め
る
役
に
立
つ
人
間
に
な
れ
と
教
え
ら
れ
た
。

悪
い
も
の
役
に
立
た
な
い
も
の
の
存
在
は
許

さ
れ
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
思
春
期

の
破
壊
的
暴
力
へ
の
欲
求
が
正
当
性
を
与
え

ら
れ
て
浮
浪
者
い
じ
め
と
な
っ
た
。
現
在
、

学
校
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
「
い
じ
め
」
も

思
想
的
に
は
同
一
の
根
を
も
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
た
と
え
有
能
で
あ
っ
て
も
そ
の

人
間
性
が
病
ん
で
い
て
は
救
わ
れ
な
い
。

　
仏
教
に
は
無
分
別
智
と
い
う
こ
と
が
説
か

れ
る
。
分
別
す
る
智
恵
は
社
会
生
活
を
営
む

上
に
は
大
切
な
こ
と
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ

れ
が
全
て
で
は
な
い
。
最
高
の
智
恵
を
無
分

別
智
と
い
う
。
善
な
る
も
の
へ
は
勿
論
、
悪

し
き
も
の
に
対
し
て
も
愛
を
も
っ
て
接
す
る
。

無
分
別
智
は
大
慈
大
悲
の
心
、
そ
の
ま
ま
仏

心
で
あ
る
。
こ
の
世
に
不
要
な
存
在
と
い
う

も
の
は
な
い
。
何
ら
か
の
意
味
を
も
っ
て
す

べ
て
の
存
在
が
許
さ
れ
て
い
る
。
生
き
る
こ

と
の
上
手
な
も
の
も
、
ま
た
生
き
る
こ
と
の

下
手
な
落
ち
こ
ぼ
れ
の
も
の
も
、
す
べ
て
許

さ
れ
て
生
き
て
い
る
。
幸
い
に
善
を
な
せ
る

も
の
も
、
不
幸
に
し
て
悪
を
つ
く
る
も
の
も

等
し
く
許
さ
れ
て
生
き
て
い
る
。

　
す
べ
て
の
存
在
を
愛
し
受
け
入
れ
て
人
生

す
る
の
は
、
確
か
に
難
か
し
い
こ
と
で
は
あ

る
が
、
そ
う
願
う
こ
と
は
で
き
る
。
あ
と
は

腕
の
良
し
悪
し
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
は
言
え
る
と
思
う
。

腕
の
よ
い
悪
友
で
あ
る
よ
り
は
、
腕
は
悪
く

と
も
天
使
の
方
が
真
実
、
価
値
は
あ
る
、
と
。

　
　
　
　
（
交
化
専
門
委
員
・
福
島
光
信
）

目
」
介

『
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
で
あ
う
と
き

　
　
　
　
一
わ
が
子
に
語
る
人
生
論
1
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村
恵
信
著

　
臨
済
禅
の
老
僧
に
育
て
ら
れ
、
現
在
は
花
園

大
学
に
あ
っ
て
寺
院
子
弟
の
教
育
に
あ
た
る
著

者
が
、
寺
庭
で
子
育
て
を
す
る
体
験
を
つ
づ
っ

た
家
庭
教
育
論
で
あ
る
。
今
仏
教
寺
院
の
子
弟

は
、
経
済
成
長
後
に
生
ま
れ
た
人
々
で
あ
り
、

そ
の
親
は
戦
前
戦
中
戦
後
に
生
ま
れ
育
っ
た
人

人
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
僧
侶
教
育
の
む
ず
か
し

さ
が
き
ま
ざ
ま
指
摘
さ
れ
、
母
親
た
ち
は
悩
ん

で
い
る
。
そ
う
し
た
と
き
、
本
書
は
寺
院
へ
の

よ
い
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
（
ノ
ン
ブ
ル
社
・
九
八
○
円
）

『
イ
ン
ド
宇
宙
誌
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
方
　
晟
著

　
著
者
は
、
先
に
『
須
彌
山
と
極
楽
－
仏
教
の

宇
宙
観
』
　
（
講
談
社
現
代
新
書
）
な
ど
に
よ
っ

て
仏
教
の
宇
宙
観
に
つ
い
て
解
明
さ
れ
た
。
し

か
し
こ
の
本
が
主
に
小
乗
系
の
宇
宙
観
を
述
べ

る
に
止
っ
た
の
に
対
し
、
本
書
で
は
大
乗
仏
教

の
宇
宙
観
、
さ
ら
に
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
宇
宙

観
を
新
し
い
観
点
か
ら
解
明
し
て
い
る
。
定
方

氏
の
本
は
、
常
に
す
ぐ
れ
た
創
意
に
満
ち
て
お

り
、
解
り
に
く
い
こ
と
を
や
さ
し
く
、
し
か
も

正
確
に
解
明
さ
れ
る
。
写
真
、
イ
ラ
ス
ト
も
楽

し
い
美
装
本
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
春
秋
社
・
二
四
〇
〇
円
）

『
釈
尊
の
生
き
方
に
学
ぶ

　
　
　
　
　
ー
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
法
談
一
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
木
義
文
著

　
「
法
事
と
は
仏
法
（
法
）
．
の
教
え
を
私
た
ち

の
生
活
（
事
）
に
あ
て
、
味
わ
っ
て
み
る
こ
と

だ
」
と
は
著
者
の
若
か
り
し
頃
聞
い
た
恩
師
の

こ
と
ば
だ
。
本
書
は
そ
ん
な
事
を
念
頭
に
置
い

て
、
最
古
の
仏
典
で
あ
る
ス
ッ
タ
ニ
パ
！
タ
を

日
常
生
活
で
味
わ
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
な
る

ほ
ど
、
な
る
ほ
ど
と
思
い
な
が
ら
最
後
ま
で
読

ん
で
し
ま
う
。

　
　
　
　
　
　
（
大
法
輪
閣
・
一
一
〇
〇
円
）

『
日
本
の
庶
民
仏
教
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
来
　
■
著

　
祖
先
崇
拝
や
民
間
信
仰
な
ど
、
必
ず
し
も
宗

義
・
宗
派
に
と
ら
わ
れ
な
い
庶
民
の
仏
教
が
、

日
本
仏
教
民
俗
学
の
面
か
ら
、
日
本
独
自
の
文

化
史
を
形
づ
く
っ
て
い
る
点
を
指
摘
し
た
著
者

長
年
の
論
稿
集
。
　
「
肉
食
妻
帯
」
を
論
じ
た
も

の
な
ど
、
注
目
に
価
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
角
川
書
店
・
九
六
〇
円
）

『
仏
教
語
源
散
策
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
元
著

　
安
い
本
で
あ
り
小
形
で
あ
る
の
で
、
電
車
の

中
な
ど
で
仏
教
語
を
知
る
の
に
便
利
で
あ
る
。

内
容
も
日
常
語
の
一
般
的
な
も
の
か
ら
、
イ
ン

ド
の
神
々
な
ど
の
日
本
化
し
た
仏
像
な
ど
お
も

し
ろ
い
本
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
書
籍
・
九
五
〇
円
）

　
文
化
専
門
委
員
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

宝
田
正
道
、
中
野
東
禅
、
望
月
良
晃
、
榊
原

帰
逸
、
阿
純
孝

1
推
薦
1
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…
　
野
ロ
事
務
次
長
に
　
…

…
ス
リ
ラ
ン
カ
か
ら
…

…
　
　
　
褒
章
と
博
士
号
…

　
本
会
の
事
務
次
長
で
あ
る
野
口
善
雄
師
（
浄

土
宗
浄
運
寺
住
職
）
は
、
こ
の
ほ
ど
ス
リ
ラ
ン

カ
大
統
領
よ
り
同
国
最
高
の
文
化
褒
章
を
、
ま

た
、
同
国
法
王
ア
ー
ナ
ン
ダ
大
僧
正
よ
り
ダ
ル

マ
ス
り
一
（
名
誉
博
士
号
）
を
各
々
贈
ら
れ
た
。

　
こ
れ
は
、
同
師
の
永
年
に
わ
た
る
ス
リ
ラ
ン

カ
国
に
対
す
る
奉
仕
活
動
や
、
同
国
の
角
膜
提

供
組
織
ア
イ
・
ダ
ー
ナ
に
寄
せ
た
援
助
行
為
が

認
め
ら
れ
、
今
回
の
顕
彰
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
褒
章
は
、
日
本
で
は
過
去
に
、

故
藤
井
日
達
師
（
日
本
山
妙
法
寺
前
山
主
）
に

贈
ら
れ
て
以
来
で
あ
り
、
ま
た
、
名
誉
博
士
号

が
贈
ら
れ
た
の
は
旧
師
が
初
め
て
で
あ
る
。

岡
田
宥
秀
師

　
十
月
十
六
日
、
七
十
八
歳
で
遷
化
。

醍
醐
派
管
長
、
総
本
山
醍
醐
寺
座
主
。

真
言
宗

訂
正
　
本
誌
十
月
号
の
六
頁
三
段
十
八
行
目
を

左
記
の
通
り
訂
正
し
ま
す
。

　
「
て
お
く
と
い
う
こ
と
は
、
理
論
と
し
て
不

完
全
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。
」

美
璽
翠
獲
局
懲
録
事
≦

　
　
　
　
　
　
　
一
（
＋
月
）
i

二
日
　
同
和
委
員
会

三
日
　
第
十
八
回
日
本
仏
教
文
化
会
議

　
　
　
　
　
静
岡
県
仏
大
会
出
席

　
　
七
～
八
日
　
全
仏
大
会
打
合
せ
会
（
徳
島
）

　
　
九
日
　
埼
玉
県
仏
大
会
出
席

　
　
　
　
　
正
力
松
太
郎
第
十
七
回
忌
法
要
参
列

　
十
四
日
　
常
務
理
事
会

　
十
五
日
　
懸
仏
大
会
幹
事
会

　
　
　
　
　
祐
天
寺
晋
山
式
参
列

　
　
　
　
　
包
管
研
（
京
都
）

　
十
七
日
　
局
内
会
議

　
十
八
日
　
宗
教
法
人
セ
ミ
ナ
ー
（
茨
城
）

　
　
　
　
　
基
本
法
決
起
集
会
準
備
会
出
席

　
十
九
日
　
長
野
県
仏
大
会
出
席

二
十
二
日
　
関
西
財
務
担
当
者
会
議

　
　
　
　
　
恵
光
寺
落
慶
法
要
参
列

二
＋
三
日

二
＋
四
日

二
＋
七
日

二
十
八
日

　
三
十
日

都
道
府
県
仏
代
表
者
会
議

第
三
十
二
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

築
地
本
願
寺
記
念
法
要
参
列

関
東
財
務
担
当
者
会
議

全
仏
改
革
委
員
会

昭
和
6
1
年
版

　
　
　
　
　
　
申
込
み
受
付
け
中

　
部
数
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
御

注
文
は
お
早
め
に
。

内
容
三
帰
依
文
、
四
弘
誓
願
、
宗
門

　
　
　
　
聖
日
、
加
盟
団
体
役
員
住
所
録

　
　
　
　
忌
日
早
見
表
、
そ
の
他

サ
イ
ズ
　
9
×
1
4
㎝

定
　
価
　
六
〇
〇
円
（
送
料
実
費
）

申
込
先
　
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
一
七
－

　
　
　
　
四
　
全
仏
総
務
局

　
　
　
　
　
「
全
仏
手
帳
係
」
宛

生
活
は
、
体
温
。

ゆとり、ふくらまそうね。中期国債ファンド

笑っていますか、大きな声で。持っていますカ、口ずさむ歌。いきいきエブリ勃。ぬくもりと、ゆとり。

大切な貯蓄も、そんな暮らしのためのものでありたいですね。いかがですカ、有利さで便利さで

いま注目の中期国債ファンド。毎月複利でふえつづけ、しかも出し入れが自由。みなさんの資

金も、上手に活かすなら、ひとまずは中期国債ファンドへ。夢がゆとりカミふくらみます』弾みます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　楽中期国債ファンドの設定・運用は、山一投信委託

預ける貯蓄から、ふやす貯蓄へ。

〒1〔M東京都中央区八重洲2の4の1

雪（03）276－3181（代表｝

崇お申込みの際は受益証券説明書をご覧ください。

一8一

昭
和
六
十
年
十
一
月
一
日
発
行

発
行
人
　
矢
　
萩
　
信
　
顕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
行
所
　
財
団
法
人
　
　
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀

日
　
本
　
仏
　
教
　
会

　
　
　
　
　
　
嬉

〒
一
〇
五
　
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
一
七
一
四

、　下9　　r　　一　　　　　　　　　　　　　　　一
弓　　　　　　　一’

　ド、畷　　　戸

．
噂
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